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様式第６号の２ 

１１．事故原因の詳細（後日提出） 

発

生

原

因 

人 的 要 素  物 的 要 素  管理的要素  

・現場全体を見渡しての目視

確認が困難な状況で、蜂等の

害虫を発見できなかったた

め、蜂等の害虫がいないと思

い、作業を開始した。 

  

原因評価 

◎ 

原因評価 

 

原因評価 

 （ ◎ ○ 

△ ） 

（ ◎ ○ 

△ ） 

（ ◎ ○ 

△ ） 

   ※ 原因評価：事故との関連性 重大＝◎ 中程度＝○ 軽度＝△   

 

【人的要素に基づくヒューマンエラー要因】 

※ 事故原因と考えられる人的要素に○印をつける。（複数可） 

Ｈ１ 無知 未熟練 経験不足 教育不足 

Ｈ２ 危険軽視 慣れ 悪習慣 集団欠陥 

Ｈ３ 近道本能 省略本能 能率本能 

Ｈ４ 場面行動本能（１点に集中して周囲の状況が見えなかった） 

Ｈ５ 緊急時のあわて パニック状態 

Ｈ６ 外的要因錯覚（見間違い、聞き違い等） 内的要因錯覚（思い込み等） 

Ｈ７ 中高年齢者の機能低下 

Ｈ８ 疾病 疲労 体質 急性中毒等 

Ｈ９ 単調反復動作による意識レベルの低下 

 

１２．事故対策 

再
発
防
止
対
策 

人 的 要 素  物 的 要 素  管理的要素  

・作業範囲に蜂などの害虫

がいる可能性を考慮して、

作業を進める。具体策とし

て、事前確認がしにくく、

草刈りをしないと先が見

えない状況においては、殺

虫剤を携帯した作業員と

ペアになって作業する。 

  

※ 対策内容の説明資料を添付すること。 
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ポイズンリムーバー 蜂用の殺虫剤 

 

 

 

 

エピペン 

【対策】 

■事前確認がしにくく、草繁茂がひどく草刈しないと先が見えない状況化においては、一人作業ではなく殺虫剤 

を携帯した見張員が付き、飛来する蜂に備える。 

■先が見えない草刈作業時はより一層の慎重な作業とする。 

 

■今回の事象を安全大会にて各作業責任者へ周知するとともに、当社の取り決めた蜂対策を実施できている

か、安全大会にて確認し、引き続き継続するよう周知 

下記 当社蜂対策 

・作業前に作業範囲に蜂などの害虫が発生していないかを調査する。 

・蜂抗体検査を実施して、自分がどのレベルか確認する。(抗体検査実施済) 

※リスクの見える化するため、ヘルメットに蜂抗体ステッカーの貼り付け。 

 クラス 3 以上はアナフィラキシーショックを引き起こすことがある為、各自エピペンを携帯する。 

・蜂対策グッズを携帯する。(ポイズンリムーバー、蜂用の殺虫スプレー） 

上記の対策を各班実施していたことを安全大会にて確認した。 

 

 

【蜂対策グッズ】 

【原因】 

作業開始する事前に蜂など害虫が、発生しないかを事前に調査確認することとしていた。 

現場の状況は、草繁茂(h=2.0)がひどく、間地ブロック上に立入防止柵が設置されており、フェンス外 

から現場全体を見渡しての目視確認が困難な状況であった。 

トリマー(L=2.0m)での草刈り時に、根から一遍に刈り込むのでなく、慎重に草に触れながら 

作業をしていたが、確認しきれずに蜂巣より蜂が飛来してしまい、刺されてしまった。 
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